
日南町SDGsのまちづくり
「Ｊ－クレジット」の御紹介



人口 3,824人
高齢化率 55.0％

(R7.3.31時点)

少子高齢化が進行する
「日本の30年後の姿」

SDGs未来都市選定（2019年度）

2050年ゼロカーボンシティ宣言（2020年度）

内閣府・地方創生SDGs金融表彰（2021年度）

総務省・ふるさとづくり大賞（2021年度）

NIKKEI脱炭素アワード（2021年度）

中国山地のほぼ中央に位置し、町の
面積(340.96km²)の約９割が森林

過疎、少子高齢化が進行する
「日本の３０年後の姿」の町として
多くの学術機関におけるモデル地域

となっています

農業・林業を基軸として、
緩やかな人口減少を実現させる

町民総活躍の

「創造的過疎」のまちづくり
へ挑戦しています

日南町



日南町Ｊ－クレジット

企業活動に伴い
排出されるＣＯ２

• Ｊ－クレジット制度
Ｊ－クレジット制度とは、二酸化炭素（CO２）等の排出
削減や、適切な森林管理による吸収量の増を「クレ
ジット」として国が認証する制度です。

• 日南町のJ-クレジット
町内のＦＳＣ森林認証を受けている森林において、間
伐地を対象にクレジットを認証取得したものです。

• 企業は購入して何ができるのか？
カーボン・オフセットやカーボンニュートラル行動計画
の目標達成のため、またCSR（企業の社会的責任）活
動の一環として購入されるケースがあります。

※カーボン・オフセット：活動等において排出されたCO２を、他者の吸
収・削減量で埋め合わせて相殺すること

• 販売した代金を日南町はどう使う？
売上は町内の森林で行う、再造林の植樹費用などに
還元され、生態系保全に活用しています。

日 南 町

企 業 様

会計上は損金
として計上

CO２の排出を
J-クレジットで相殺

J-クレジット
地域コーディ
ネーター

（地域金融機関等）



活用事例

• 株式会社中海テレビ放送 様

“ｃｈｕｋａｉ電力”の契約１世帯につき、日南町の森林（杉の
木）１本分を守るという環境貢献型の電力事業の取り組み。
電力の地産地消を促進する取り組みとして地元電力会
社と連携した全国モデルとなる事例。

企業様との連携

• 日南町有林を活用した、社内教育および社員・家族の「交流」、
「体験」、「学びの場」としてのご活用

• J-クレジット購入に関して対外および企業内への発信により、
SDGs・ＥＳＧ経営への企業内での機運醸成、間接的支援

• 企業の環境貢献としてのＰＲ、ＣＳＲ活動の取り組み



年度
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平成
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元年度
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令和

４年度

令和

5年度

令和

６年度

令和

7年度
累計

販売件数 4件 2件 8件 7件 8件 18件 22件 24件 103件 81件 62件 47件 50件 434件

販売量 119t 20t 70t 223t 231t 625t 529t 658t 1,974t 1,200t 1,212t 1,017t 1,157t 9,035t

バッファー分 198t 198t

道の駅オフセット 142t 137t 179t 200t 185t 17t 18t 19t 897t

計 317t 20t 70t 365t 368t 804t 729t 843t 1,991t 1,218t 1,231t 1,017t 1,157t 10,130t

※バッファー分、道の駅オフセット分は除く
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日南町は鳥取県西部を流れる一級河川「日野川」の源流
があり、下流域住民の水瓶として適切な森林管理により、
水源涵養を育む責務があります。森林に由来する、生態系
の保全も目標の一つです。

国の特別天然記念物 「オオサン
ショウウオ」

ヒメホタルとゲンジホタルが共に生
息する貴重な環境

一級河川「日野川」の源流域

生態系の保全

適切な森林管理による災害防止、
水源涵養機能の保全

林業指導者の育成

平成31年に全国で初めてとなる町立の林業アカデミーを開講。

実践的な林業現場研修により技術と知恵、専門家の講義から森林・
林業の知識を習得し、地域から信頼される将来の林業指導者の養成
を進めています。
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ＳＤＧｓの流れから環境教育への注目
2021年にはコロナ禍により、これまで県外や海外に修学旅行を行って
いた中高生が、行動制限等もあり県内への行程となった。
こうした中で、これまで修学旅行等の受け入れの実績がほとんどなかっ
た日南町が“SDGs教育”のフィールドへ名乗りを上げ、修学旅行や教育
旅行の受け入れ先として注目された。

森林を活用した修学・教育旅行



循環型林業を
実践する地域

使う

育てる 植える

伐る

加工する

育苗された苗木カラマツ３年生成長したカラマツ林

ハーベスタ伐採作業

オロチLVL工場

日南町樹木育苗センター

選手村ビレッジプラザ

米子天満屋

植栽作業下刈作業

木材集積場


